


要約:学習障害と注意欠陥多動障害(ADHD)の合併を検討する目的で、学習障害発生のハイ

リスク群である学童期極低出生体重児(出生体重 1,500g 未満) 62 例の小学 3 年の時点で

の体動量を、WISC-R 知能検査中に MINI Motionlogger Actigraph(A.M.I 社製)をもちいて

測定した。対象児中 18 例を多動あり群(ADHD 診断例 6 例＋ADHD 疑い例 12 例)とし、残り

44 例を多動なし群として比較した。多動あり群の方が体動量は多い傾向を認め、WISC-R

知能検査中、後半にその傾向が顕著となった。また、多動あり群の方が体動量の変動が少

ない傾向を認めた。本研究で用いたアクティグラフの測定手段は、比較的簡便で、注意欠

陥多動障害の客観的評価方法として有用と思われた。


